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1 はじめに

商品レビューは商品に対する感想や評価が記載され

ている文章であり，商品の購入を考えているユーザに

とっては有用な情報を含む．しかし，商品レビューの

数は膨大で，すべてを読むには時間と労力が必要にな

る．そこで，効率よく評価に関する情報を獲得するた

め，評価の要約や抽出をする研究が行なわれている [1]．

評価の要約や抽出には，商品の機能や特徴が用いられ

るが，それらは商品の分野によって異なるため，あら

かじめ商品の分野を指定する必要がある．

本稿では，品詞情報と係り受け情報を利用すること

で，商品レビューに含まれている評価情報を，分野を

指定せずに自動認識する手法を提案する．

2 関連研究

小林らは，意見抽出のための評価表現の収集を行なっ

ている [2]．小林らの研究では，意見をある対象もしく

は対象のある側面に対する，記述者の主観的な評価を

表す記述として，意見を＜対象，属性，評価表現＞の

要素からなると定義している．対象とは，評価の対象

となる商品名やサービスであり，属性は意見の焦点と

なっている対象の部分や性質，評価表現は対象もしくは

属性の質や量に関しての値，または記述者の好悪を示

す心的な態度を示している [2]．小林らは，<対象>の<

属性>{が/は/も/に/を}<評価表現>といったパタンを

複数用いて，ブートストラップに基づき評価表現と属

性を相互に獲得することで，評価表現の収集を行なっ

ている．しかし，初期辞書としてあらかじめいくつか

の表現を人手で与えているため，指定した分野にしか

対応していない．

平山らは，評価表現の抽出に「形容詞」，「名詞,ナイ

形容詞語幹」，「名詞,形容動詞語幹」，「動詞 (係り先の

次の語が形容詞の場合)」という品詞パタンを用いてい

る [3]．この品詞パタンを用いることで，商品の分野を

指定せずに評価表現の抽出が可能になるため，本稿で

はこれらの品詞パタンを用いる．
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3 提案手法

3.1 提案手法の概要

本稿では，不特定分野の商品レビューを対象とした評

価情報を自動で認識して表示する手法を提案する．本

手法では，評価情報を商品の対象，属性，評価表現の

組からなる [2]と定義する．例として「このリンゴの味

はとても美味しい。」という文では，対象は「リンゴ」，

属性は「味」，評価表現は「美味しい」とし，これらの

組を評価情報としてコンピュータが自動で認識する．

3.2 提案システムの流れ

本稿で提案する評価情報を自動認識するシステムの

流れを図 1に示す．入力は商品レビュー文章で，出力は

人が商品の評価を一目で判断できるよう，商品レビュー

文章の評価情報に色を付けハイライト表示したものと

する．

図 1: 評価情報を自動認識するシステムの流れ

3.3 品詞情報と係り受け情報の取得

入力した文章から評価情報抽出に利用する品詞情報

を取得するため，形態素解析ツールMeCab1 を用いて

形態素解析を行ない，形態素の品詞情報を取得する．ま

た，係り受け解析ツール CaboCha2 を用いて係り受け

解析を行ない，係り元や係り先といった係り受け情報

も取得する．係り受け解析を行なうために入力文章は

句点と改行で区切り，文単位で処理を行なう．
1形 態 素 解 析 ツ ー ル MeCab，

http://taku910.github.io/mecab/
2係 り 受 け 解 析 ツ ー ル CaboCha，

https://taku910.github.io/cabocha/
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3.4 複合語の接続

本手法で抽出する評価表現や属性に「使いやすい」，

「大きさ」，「問題ない」，「よかった」，といった表現が

出現する場合があるが，複数の形態素に分かれている

ため，本研究ではこれらを複合語として 1つに接続す

る処理を行なう．本手法で扱う複合語は，評価表現と

属性に関するものを接続して扱うため，同じ文節内に

出現する形態素を以下の品詞のパタンで接続する．

• 　動詞 + 形容詞 → 形容詞

• 　＊ + 名詞，接尾 →　名詞

• 　＊ + 形容詞,接尾 →　形容詞

• 　＊ + 動詞,接尾 → 動詞

• 　接頭詞,名詞接続 + 名詞 → 名詞

• 　名詞,ナイ形容詞語幹 + {ない} → 名詞

• 　＊ + 助動詞{た} → ＊

3.5 評価表現の抽出

評価表現を抽出するため，表 1の品詞パタン [3]に当

てはまる品詞の語を評価表現として抽出する． また，

表 1: 評価表現抽出のための品詞パタンと例 [3]

品詞 例

形容詞 良い，安い，美味しい

名詞,ナイ形容詞語幹 問題，仕方，とんでも

名詞,形容動詞語幹 静か，強力，面倒

品詞パタンだけでは抽出できない評価表現を取得する

ため，評価値表現辞書1 に記載されている語句も評価

表現として扱う．これにより，副詞や名詞で評価表現

に成りうる語を評価表現として扱うことができる．例

として，名詞の「最高」や副詞の「まあまあ」などが

挙げられる．

3.6 属性，対象の抽出

対象と属性の抽出を行なう．対象の品詞は名詞，属

性の品詞は名詞または動詞とする．対象と属性は共起

パタン [2]から係り受けを考慮した以下のパタンで抽出

する．

• 　<評価表現> → <対象>

• 　<評価表現> → <属性>

• 　<属性> → <評価表現>

• 　<対象> → <評価表現>

• 　<対象>{の} → <属性>

矢印は係り受けを表しており，係り元→係り先という

関係を示す．
1評価値表現辞書 http://www.syncha.org/evaluative expressions.html

4 実験

実験対象は，Yahoo!ショッピング2 の掃除機の商品レ

ビュー文章 11件 (総単語数 1,020個)と，豚の角煮の商

品レビュー文章 35件 (総単語数 1,427個)である．こ

の 2つの商品レビュー文章を入力とする．評価は，本

手法で抽出した評価情報と，評価情報を人手で作成し

た正解データを比較し，本手法で抽出できた評価情報

に対する適合率，再現率，F値を求める．

掃除機と豚の角煮の商品レビュー文章から評価情報

を認識してハイライトした結果の一部を図 2に示す．ま

た，評価の結果を表 2に示す．適合率から，評価情報

を 80%以上認識できたと分かり，評価情報を自動認識

できたことが分かる．

図 2: 評価情報をハイライトした結果の一部

表 2: 評価情報の適合率，再現率，F値
適合率 再現率 F値

掃除機 93.7% 79.1% 0.858

豚の角煮 82.9% 80.8% 0.818

5 まとめ

本研究では，商品の分野によって異なる評価情報を，

不特定分野の商品レビューから品詞情報と係り受け情

報を利用することで自動認識しハイライト表示を行なっ

た．掃除機と豚の角煮の商品レビュー文章で評価実験

を行なった結果，ともに適合率は 82%以上，再現率は

79%以上，F値は 0.8を超える結果となり，不特定分野

の商品レビューから評価情報を自動認識できた．
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